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解題：「都市農業のサステイナビリティと社会的ネットワーク
の再構築に関する学際的研究」の経緯と成果、今後の課題
西城戸　　　誠
１　プロジェクトの目的と経緯
　この特集論文は、法政大学サステイナビリティ
研究教育機構（以下、サス研）における研究プロ
ジェクトの一つである「都市農業のサステイナビ
リティと社会的ネットワークの再構築に関する学
際的研究」（研究代表者・西城戸誠（法政大学人
間環境学部）の中間的な総括として、発表するこ
とになった論考である。
　本研究プロジェクトは、7 名のメンバーから成
立し、都市農業研究会を設立し、上記のテーマで
調査研究を行っている。その研究主旨は、以下の
通りである。
 「都市農業」は、食料供給だけでなく、ヒー
トアイランド現象の緩和・雨水涵養・災害時
の避難場所・余暇活動の場・環境教育・潤
いのある景観など、都市において多面的な機
能を果たしているが、実際の農業現場では、
WTO 体制下での農産物の貿易自由化が加速
するなか、農業従事者の高齢化や担い手不足、
高額な相続税や固定資産税の負担を背景に営
農継続が危ぶまれている。よって都市農業を
維持していくためには、今後は個々の農業者
の経営努力に依存するだけでなく、周りの住
民のサポート協力や市民活動―具体的には市
民農園（体験型農園）や援農ボランティアな
ど―も必要である。つまり農業者（農家）と
市民（非農家）という両者の“つながり”や “関
係（性）” のなかで、都市農業が果たす意味
や「持続可能性」を考察していかなければな
らない。
　だが、都市農業についての先行研究は、お
もに「農業経済学・農村計画」や「建築学・
都市計画」などの分野で扱われ、そこでは
個々の先進的な取り組み事例についての経緯
や農業者の意識あるいは土地（農地）の利用
制度のあり方については論じられてきた。し
かし、その一方で都市農業を支える農業者の
営農環境（家族構成、農業後継者の有無、農
業所得・農外所得など）や今後の営農意向（継
続 or 縮小など）、そしてこの取り組みに参加
する市民や消費者の具体的な意識や考えまで
を踏み込んだ分析や、農業者と市民それぞ
れの都市農業に対する思惑や期待の一致点な
らびに相違点については明らかになっていな
い。さらに、最近、都市において障碍者や高
齢者が農業現場に参加する取り組みが見られ
るが、都市農業の「サステイナビリティ（持
続可能性）」を社会福祉との関係で論じる研
究もほとんどない。このように現在、都市農
業とつながる可能性のある取り組みが見られ
るものの、これらをつなぎ合わせるリンクが
できていない状況である。そこで本研究では
「農業体験・労働」や「循環」という視点か
ら農業者と市民の関係性やつながりの現況を
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明らかにし、「環境と福祉」の統合を考える
べく、社会福祉と都市農業の接点を捉えなが
ら、都市農業の「持続可能性」のための社会
的ネットワークの成立条件や継続要因を明ら
かにし、都市農業のサステイナビリティ（持
続可能性）のための方策を模索し、制度や政
策を立案する。
（法政大学サステイナビリティ研究教育機構
HP より転載）
　さて、上記のような問題設定を行った背景は、
この研究プロジェクトの数名が、サス研成立以前
から、法政大学エコ地域デザイン研究所（以下、
エコ研）における研究プロジェクトに関わってい
たことがあげられる。そもそも東京都日野市を
フィールドとした背景には、東京都日野市の用水
路に焦点を当てた調査研究を、エコ研という文理
融合の研究体制で実施するという経緯があったた
めである。日野市の用水路に焦点を与えた研究成
果は、社会学、都市計画、建築史などの領域で書
かれた報告書を編集する形で、『用水のあるまち』
（西城戸誠・黒田暁編、法政大学出版局、2010 年）
として一つの成果を出した 1）。しかしながら、本
特集論文に関わったメンバーの多くは、エコ研に
おける建築史・都市計画の調査研究のスタンス、
具体的には安易なフィールドへの関わりと見た目
だけの判断による調査対象の内容理解の希薄さ、
それに伴い地域社会に対する暴力的な視点の投企
を盲目的に行っているという分析視角の構造的な
課題を目の当たりにした。これらエコ研における
建築史・都市計画の研究の問題点についての概要
は、西城戸（2012）で論じたが、「水の景観や田
園風景が大切だ」と人目を引くイベントの開催に
よってノスタルジーを喚起するだけではなく、丹
念なフィールドワークに基づき、問題の指摘にと
どまらない環境政策論の構想や、計画論を志向す
る必要性を、本研究プロジェクトのメンバーは共
有することになった。日野市の用水路に関する研
究は、黒田・西城戸・舩戸（2012）、西城戸・黒田・
船戸（2013）でまとめたが、本特集論文は上記
の経緯や研究志向を踏まえた、日野市の都市農業
に関わる論考が中心となって構成されている。
２　本特集論文の構成
　本特集論文は、次の 5 篇の論文から成り立っ
ている。最初の図司・佐藤論文は、都市計画法が
制定された 1960 年代後半から今日に至るまでの
「都市農業」に関する文献数と新聞記事数の推移
に着目し、3 つの時期区分（文献数が多い 1970
年代～ 1980 年代前半まで：第Ⅰ期、文献数、新
聞記事数ともに大きく伸びた 1980 年代後半から
1990 年代初頭：第Ⅱ期、新聞記事数も一定数を
保ち、文献数がさらに伸びた 1990 年代後半以降：
第Ⅲ期）を設定した上で、都市農業や都市農地の
サステイナビリティを支える主体間の関係性に着
目しながら、政策展開と都市農業に対する視点の
変化を整理した。現在は、農業政策の再検討が本
格化し、「都市農業の多面的機能をめぐる視点の
転換」として、都市農業・農地を「都市施設」と
して積極的に位置づける視点や、「農のあるまち
づくり論」と関連させる議論が重視されるように
なった。この他、都市農地の「所有」問題が避け
られない問題などもあるため、政策動向を見据え
ながら、農業者と都市住民が協働する現場の実態
から議論を組み上げていく必要性が高まっている
と指摘している。
　第二に、舩戸論文では、都市農業における援農
ボランティアに着目する。都市農家と市民（非農
家）との交流と農業経営を関連づけた研究を補完
する形で、日野市と町田市の取り組みを事例とし、
援農ボランティアに取り組む市民とそれを受け入
れる農家が、どのようにかみ合い、どの点におい
て食い違うのかを分析している。そして、援農ボ
ランティアに参加している市民やそれを受け入れ
ている地元農家への聞き取り調査から両者の考え
や思惑が一致するところがありつつも、すれ違う
側面があり、その中で、援農ボランティアの課題
と今後の可能性を指摘している。
　第三の松宮論文は、舩戸論文と関連し、愛知県
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長久手市、日進市における非農業者主体で共同耕
作を行う「農」の活動に着目する。都市部での
「農」の活動の多様な展開を探る意義は、従来の
研究では「農業」としての生産性の基準で評価す
ることが多く、都市農地を舞台として展開される
「農」の活動の多様性を見失うことに対する疑念
があり、交流事業や地域活動への展開などの、「農」
の活動の諸相を捉えることを主張する。また、農
地の所有と管理、事業収入の獲得、行政との関係、
活動の組織作りなど、「農」の活動の存続条件と
展開可能性を明らかにしている。また、こうした
上記二つの論文（舩戸論文、松宮論文）の知見に
より、今後、都市農業の比較研究の必要性と重要
性が導かれたといえる。
　第四に、西城戸・舩戸論文では、東京都日野市
における、地場産農産物を用いた学校給食を中心
とした「食育」の展開と、それを支える都市農業
の実態を概観しながら、日野市のおける食育と都
市農業の持続可能性について考察している。日野
市では地場産農産物を用いた学校給食が古くから
存在し、地場産農産物を学校給食に供給するシス
テムは一定程度機能している。また、日野市立東
光寺小学校をはじめ、食育の実践としても高い評
価を受けている。だが、都市農業の現状を見ると、
学校給食用の地場産農産物の供給の持続可能性は
低いため、都市農業の維持のための方策を考察し
た。また、よりよい食育を、多くの学校で実践す
るための仕組みとして、栄養教諭による食育の実
践を紹介し、その可能性を考察している。
　最後に、黒田論文では、これまでの特集論文の
内容を踏まえて、「都市農業の持続性ということ」
自体を問うものである。「地域再生」、「自然再生」
のフレーズのもとに各地で取り組まれている公共
事業や施策、有志の活動は、人と社会と自然のか
かわり方を問い直し、結び直そうとする試みとし
て位置づけられるが、いったん喪失された / され
かかったかかわりを取り戻す、あるいは創出しよ
うとする取り組みを継続させることは容易ではな
い。第二、第四論文で事例とした、東京都日野市
における農業用水路の維持管理のあり方が、都市
農業が抱えている構造的課題と、都市農業に関し
て多様に繰り広げられている実践の間で揺らいで
いることを明らかにした上で、いかにして都市農
業は持続可能となるのか、生業としての都市農業
と、都市農業にかかわる実践とを結びつけるかか
わりという観点から論じている。そして「都市農
業の持続性」は、それ自体総体として捉え直され、
再定義されていくとともに、都市農業をめぐる 1
つ 1 つの実践の中に見出され、リンクを形成して
いく可能性を指すものであると結論づけている。
　なお、埼玉県さいたま市に広がる見沼田んぼに
おける環境と福祉の融合に関する論考は、都合に
より掲載できなかった。現在、都市農業研究会と
しても、見沼田んぼにおける都市農業に関する調
査研究を多面的に行っている。都市農業に関する
地域比較を今後のプロジェクトの課題として、別
途、成果を報告したいと考えている 2）。
注
1） なお、この書籍（『用水のあるまち』）を編集する
段階で、編者らは、エコ研から本書の編集に関し
て一任された。にもかかわらず、社会学の専門性
がない建築史を専門とする著名なエコ研の研究者
から、書籍の編集に際して介入があった。また、
編者の一人（西城戸）は、組織的なものも含む「さ
まざまな圧力」を受けたことは明記しておかな
ければならない。その意味で、『用水のあるまち』
の論考の一部は「抵抗の所産」でもある。
2） なお、プロジェクトの成果として、本プロジェク
トに関わったサス研研究員であった 3 名と、日本
学術振興会特別研究員 1 名が、すべてアカデミッ
クポストに就いたことを挙げておきたい。サス研
は、若手研究者を養成するという目的でスタート
した。その成果については問わないが、サス研か
らの研究資金を一切受け取らず、「弱小の若手研
究グループ」である本研究プロジェクトチームか
ら、全員就職をしたという点は、サス研の目的の
一つを達成したと自負している。さらに、研究組
織の運営に関しても、議論なき組織的安定や、数
を集積し包括的な組織にすることでは、研究は進
まないということも勉強させていただいた。記し
て感謝したい。
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